
静岡県交通基盤部（事務局：技術調査課）

静岡県交通基盤部は、令和３年11月２日、静岡市駿河区のグランシップにおいて「新技術交流イベント in 
Shizuoka 2021 ～進化セヨ！土木～」を開催しました。
このイベントは、建設現場のニーズと企業等が保有する技術シーズのマッチングを図ることにより、建設現場の課題解
決が可能な先進技術の現場導入を推進し、生産性の向上につなげるとともに、建設現場の魅力を広く紹介することを
目的としたイベントです。
５年目の開催となる今年度は、50の企業・団体から70の技術が出展され、ブース展示、出展技術のショートプレゼン
テーション、講演等を行いました。約550名が来場し、新技術への理解を深めるとともに、有意義な情報交換が行われ
ました。今年度は、新型コロナウイルス感染防止を考慮し、イベント参加者を建設関係者に限定して開催し、会場の模
様はYouTubeでライブ配信しました。

開催概要

 開催日時：令和３年11月２日（火） 10：00～16：00
 会 場：静岡県コンベンションアーツセンター グランシップ 大ホール・海
 来場者数：547名

開催状況

講演①
演題：『静岡の土木のこれから –大学教育現場ができること-』
講師：静岡理工科大学設置準備室 中澤博志 教授

講演②
演題：『点群データを活用した熱海土石流災害の初期対応』
講師：静岡県交通基盤部建設政策課未来まちづくり室 ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進班 杉本直也 班長

静岡理工科大学土木工学科設置準備室
中澤博志 教授

静岡県交通基盤部建設政策課未来まちづくり室
イノベーション推進班 杉本直也 班長

企業等のブース出展とショートプレゼンテーション
県が提示した５分野14の技術テーマ及び35の現場ニーズに対し、50団体が70技術をブース出展し、来場者と情
報交換を行いました。また、出展団体のうち、25団体が出展技術のショートプレゼンテーションを行いました。
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熱心に情報交換する出展者と来場者来場者でにぎわう会場の様子 出展者によるショートプレゼンテーション

興味深く講演に聞き入る聴講者の様子



第３回 土木・建築フォトコンテスト表彰式
『季節の中で～春夏秋冬』をテーマに実施した静岡県交通基盤部主催の「第３回土木・建築フォトコンテスト」の表彰
式を同時開催しました。

出展団体内訳

技術分野 出展
団体数

出展
技術数

①ICT活用した省力化・省人化 19団体 27技術

②設計・施工・維持管理の効率化 25団体 31技術

③工事現場の安全確保 ３団体 ３技術

④県産ものづくり技術の活用促進 ４団体 ４技術

⑤建設現場におけるSDGsの取組 ５団体 ５技術

合計 50団体 70技術
※ 出展団体数の合計は、複数分野に出展した団体の重複を除いた数

来場者内訳

今後に向けて
• 出展のあった技術で、現場のニーズに対応可能な技術については、現場導入を検討し、課題の解決や生産性の
向上につなげます。

• 今後も、本イベントの開催等、ふじのくに建設イノベーションの取組を推進し、優れた新技術が活用される環境の
整備に努めていきます。

• 来年度以降のイベントでは、建設技術の魅力を発信する取組を強化し、将来の担い手確保につなげていきます。

交通基盤部和田部長あいさつ 受賞者による記念撮影

静岡どぼくらぶ広場
静岡理工科大学、大塚製薬㈱、静岡県交通基盤部が静岡どぼくらぶ広場にブース出展し、取組をPRしました。

静岡理工科大学ブース 静岡県交通基盤部ブース大塚製薬㈱ブース

計547名

建設関係企業
328名

建設コンサルタント
118名

研究機関
14名

報道 3名

官公庁 84名

入賞作品の展示状況
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※ 来場者には出展者を含む
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